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岡山市電子町内会について

資料５



はじめに

１

岡山市の概要

岡山市

人口 ７０６，１４３人

世帯数 ３３５，５９４世帯

面積 ７８９．９５㎢

町内会数 １，７１１

地区数 ９６地区

町内会加入率 ７９．１％

（令和3年6月末現在）



１．電子町内会とは？

２

電子町内会とは、インターネットを使って町内会活動をはじめ、地域の
情報を広く発信することで、地域コミュニティの活性化や市民の情報化
を進めて行くものです。

町内会の以下の活動を支援しています。

〇町内会のホームページ作成
〇町内会から町内会員へのメール一斉配信

電子町内会って、何？



市役所の情報化 市民の情報化

行政手続の
情報化

市民参加型

コミュニティネットワーク

行政の効率化・高度化の推進
・住基・戸籍・税システム
・財務会計システム
・文書管理システム
・庁内LAN ・内部管理事務
・消防緊急通信指令施設更新

市民に対する行政サービスの向上
・行政手続のオンライン化
・公共施設の予約・案内
・図書館蔵書検索・予約
・公金収納

住民主体のまちづくり
・電子町内会システム
・公式ウェブサイトの充実
・官民協働型ポータルサイト

「情報たから箱」

※ICTを利活用した安全・安心で便利さを
実感できる住民主体のまちづくりを目指して

 市役所の情報化 （行政の効率化・高度化の推進）
 行政手続の情報化 （行政サービスの向上）
 市民の情報化 （市民の情報活用能力を高める）

市役所 市 民

２．電子町内会の経緯について

岡山市における電子自治体の構築（平成１３年度当時）

３

1.本事業を実施するに至った背景



２．電子町内会の経緯について

４

平成14年(2002)3月26日、7つのモデル町内会（連町1・単町6）で
スタート。

14年

問題点・要望・時代背景

① システムの老朽化・セキュリティの問題
② もっと簡単にホームページの掲載ができないか
③ ホームページへの容量を増やしてほしい
④ スマートフォン・タブレットの普及＝レスポンシブwebデザイン
⑤ SNSの普及

平成28年10月6日 電子町内会システムリニューアル



３．電子町内会の仕組みについて

５

システム構成

現在の電子町内会の実施イメージ図

電子町内会システム

①町内会ウェブサイト
各町内会ホームページ

ＦＴＰ接続
各町内会ホームページ

ＣＭＳ接続

②会員専用サイト

メール一斉配信
閲
覧

閲
覧

一般利用者 電子町内会
利用会員

閲覧・書込み
外部ＳＮＳ
・Ｆａｃｅｂｏｏｋ
・Googleカレダー
・その他

ウェブサイト
管理者

連
携

管理

書込み

アップロード

配
信



岡 山 市

３．電子町内会の仕組みについて

６

各 電子町内会

岡山市電子町内会支援体系図

サーバ・システム
の提供

システム講習

ヘルプデスク
セキュリティ対策

・運用保守



会長＝町内会長

運 営（編 集）委 員

ウェブページ作成等、ウェブサイ
ト管理者の補助をします。

ウェブサイト管理者

講習会の計画などを担当
します

実務責任者

ウェブサイト管理や参加会員の登録
・管理などを行います

ウェブ掲載の素材収集のため
に町内の調整を行います。

3. 電子町内会の仕組みについて
（町内会側の体制）

７

組織づくり



４．電子町内会導入による実績

８

電子町内会の実績

過去5年間の参加町内会数
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参加町内会数
町内会数 年度 町内会数

平成28年度 81

平成29年度 84

平成30年度 85

平成31年度 87

令和2年度 91



４．電子町内会導入による実績

９

（連合町内会・単位町内会別）電子町内会の参加状況



５．電子町内会の活用について

10

アユモドキの保護ラジオ塔の復元

地域の活性化につながる情報

〇町内会・地域の歴史を掲載し、周知することで、地域の歴史の保存と
愛着の形成を促す。

〇地域の情報を発信することで、活動に参加する人が増え、実際の活動の
発展につながった事例

〇岡山を離れた方にも情報が届くことで、いつまでも郷土おかやまを身近
に感じさせてくれる。

https://townweb.e-okayamacity.jp/tsukura/phot-new1607NHKsyuzai.html


５．電子町内会の活用について

11

(工夫）
回覧物にＱＲコードを掲載する

スマートフォン・タブレットに表示される

各種団体の情報を掲載
・町内会、学区連合町内会
・岡山市
・公民館等
・学校・保育園
・社会福祉協議会
・交番
・包括支援センター等

※回覧情報を、後から確認できる。

回覧情報の掲載



12

河川カメラ(リンク）
地域の防災マップ

危険個所情報

防災情報の掲載

５．電子町内会の活用について



13

最新情報を、いつでも確認することができる。
Googleカレンダーを活用して、情報を共有。

５．電子町内会の活用について

町内会行事予定を掲載 コミュニティハウスの予約



６．普及のための取り組みについて

14

1.電子町内会を市民へ広報

電子町内会パネル展

市役所 市民ホールで開催

各区で開催

利活用コンテスト



6. 普及のための取り組みについて

15

2.電子町内会の意見交換

ＩＣＴ推進専門委員会 電子町内会意見交換会

年3回程度実施 年1回開催
令和元年度のテーマは

「見てもらえる電子町内会にするために」



7. 運営にあたっての問題点について

16

1. 電子町内会の認知度、加入率のＵＰ

２．電子町内会の加入後のモチベーションの維持、次世代への引継ぎ
・一人で運営している町内会もある
・担い手に高齢者が多いため、次世代の育成が必要

３．町内会の情報格差の問題
・町内会役員は高齢者が多く、デジタル化を推進できない。
・デジタルで情報を受け取れない町内会員がいる。

現在の電子町内会の問題



8.電子町内会の展開・方向性

17

電子町内会のモチベーションアップ

人材育成

電子町内会パネル展
活性化イベントの開催

研修会
連合町内会への啓発
地域のデジタル化に向けた人材の育成

電子町内会未加入町内会のデジタル化推進

ニーズ調査
町内会活動のデジタル化の検討



ご清聴ありがとうございました。

岡山市市民協働局 市民協働企画総務課
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